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略歴  

2001 年 (平成 13 年) 3 月	
 和歌山県立田辺高等学校 自然科学科 卒業 

2001 年 (平成 13 年) 4 月	
 京都薬科大学 薬学部 入学 

2005 年 (平成 17 年) 3 月	
 京都薬科大学 薬学部 製薬化学科 卒業 

2005 年 (平成 17 年) 4 月	
 京都薬科大学大学院 薬学研究科 薬学専攻 博士前期課程 入学 

 (木曽良明 教授) 

2007 年 (平成 19 年) 3 月	
 同 修了 

2007 年 (平成 19 年) 4 月	
 京都薬科大学大学院 薬学研究科 薬学専攻 博士後期課程 進学 

 (木曽良明 教授) 

2009 年 (平成 21 年) 3 月	
 同 修了、博士 (薬学) 

2009 年 (平成 21 年) 4 月	
 京都薬科大学 薬品化学分野 (木曽良明 教授)・博士研究員 

2010 年 (平成 22 年) 4 月	
 独立行政法人医薬品医療機器総合機構・審査専門員 

2012 年 (平成 24 年) 4 月	
 東京大学大学院 薬学系研究科 ERATO金井触媒分子生命プロ

ジェクト・特任研究員 

現在に至る。 

 

受賞歴  

1. Poster Award (2006 年 12 月、10th Korean Peptide Symposium) 

2. Young Investigator Achievement Award (2008 年 12 月、International Symposium on 

Integrated Medical Science) 

3. 平成 20 年度日本薬学会近畿支部奨励賞 (2009 年 1 月) 

4. 2009 Poster Prize Award (2009 年 11 月、3rd Asian-Pacific International Peptide 

Symposium) 
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